
２８ 1

薩摩川内市の概要

1

●位 置 薩摩半島の北西部
●国定公園 甑島

●県立自然公園 川内川流域・藺牟田池（ラムサール条約登録湿地）

●人 口 92,403人 （令和２年国勢調査）
●世 帯 数 40,995世帯（令和２年国勢調査）

●甑 島 上甑島･中甑島･下甑島

●面 積 682.92k㎡（本土565.88k㎡･甑島117.04k㎡
令和３年３月31日現在）

●市道・農道・林道の総延長 約2,800km

■九州新幹線
鹿児島中央駅～川内駅 最速１１分
博多駅 ～川内駅 最速１時間８分
新大阪駅 ～川内駅 最速３時間３８分
■ＪＲ（在来線）
川内駅～鹿児島中央駅 約50分
■ＪＲ・肥薩おれんじ鉄道
川内駅～八代駅 約2時間30分
■自動車
薩摩川内市～鹿児島空港 約60分
薩摩川内市～鹿児島市内 約40分
■飛行機
東京～鹿児島空港 約95分
名古屋～鹿児島空港約75分
大阪～鹿児島空港 約65分
沖縄～鹿児島空港 約80分

1

2
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２８ 2

薩摩川内市の概要

2

本庁
（川内）

東郷支所

樋脇支所

入来支所

祁答院支所

里市民
サービスセンター

甑島振興局

鹿島市民
サービスセンター

下甑支所

上甑島
中甑島
下甑島

最短26㎞

平成１６年１０月１２日 １市４町４村が合併
●合併特徴 全国的にも希な外海離島（甑島）を含む合併

薩摩川内市のまちづくり

3

藺牟田池藺牟田池

)

)

藺牟田池

)

原子力発電所▼

火力発電所▼
重要港湾・川内港▼

薩摩川内都ＩＣ

藺牟田池

長目の浜

南九州西回り自動車道路
九州新幹線鹿児島ﾙｰﾄ

鹿児島純心女子大学

▼陸上自衛隊駐屯地

薩摩川内高江ＩＣ

薩摩川内水引ＩＣ

い む た せ と

藺牟田瀬戸架橋
（事業中）

甑大橋 約1,533ｍ

▼航空自衛隊ﾚｰﾀﾞｰｻｲﾄ

●地域格差の解消 ●地域資源の利活用
●地域の一体感醸成 ●行財政改革

3

4

-38-



２８ 3

薩摩川内市における実証実験（案）

甑島における実証実験

4

No. 実証実験の内容 期待される効果

1
離島に現れる果樹被害を及ぼす小さい害虫
を追跡し、その生息地や拡散状況の調査を
行う。

ミカンコミバエなどの発生経路や拡散防止、
防虫方法の発見に繋げる。

2

釣り船から蒔く魚寄せの餌を、遠くに蒔く
際にドローンを活用する。また、岸壁釣り
を行う観光客に対して、ドローンを活用し
てお弁当を配達する。

遠投釣りを可能にする。
観光誘客に繋げる。

3
ドローンからカメラを垂らして海中撮影を
行う。

海中の様子を撮影し、新たな魅力の発掘に
繋げる。

4
船が欠航すると生活物資を数日届けられな
い状況が続くため、ドローンを活用して必
要な物資を配送するサービスを行う。

市民生活の質の向上

薩摩川内市における実証実験（案）

中山間地における実証実験

5

No. 実証実験の内容 期待される効果

1
山間部の買物困難者にドローンで商品のチ
ラシを配布し、注文票を受領の上、後日物
品の輸送を行う。

買物困難者の解消
物品輸送の無人化
輸送に係る脱炭素化の促進

2 高所作業用ハサミをドローンに取り付け、
山間部の枝切り等を行う。

作業中の事故の減少
人手不足の解消

3 中山間地で生活する方に対して、ドローン
を活用して市広報紙の配達を行う。

物品輸送の無人化
輸送に係る脱炭素化の促進

4 ドローンを活用して、生産物の生育状況の
確認や農薬散布等を行う。

特に広大な敷地を有する農家にとっては、
作業量の減少が見込まれる。
人手不足の解消

5

6
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２８ 4

薩摩川内市における実証実験（案）

全市域対象の実証実験

6

No. 実証実験の内容 期待される効果

1

空家対策の一環として、市外在住の人が本
市にある空家に興味を持ってくれた際、ド
ローンを活用して、当該空家の外観・内観
を撮影しながら、それをライブで視聴でき
るサービスを行う。

空家の解消
定住人口、関係人口の増加

2 ドローンを多数活用し、夜空で光のショー
をイベント的に実施する。

賑わいの創出
ウィズコロナ・アフターコロナへの対応

3 子どもの遠距離通学における見守りサービ
スを行う。

子どもの安全確保

4

道路で渋滞が発生した場合は先頭車両の状
況を、事故の場合は事故処理の状況を、ア
プリを活用して、上空からのドローン映像
を即座に確認できる実証実験を行う。

煽り運転等の防止
事故防止

5

出かける際、訪問予定地（公園、観光地、
イベント会場、商業店舗など）に、ドロー
ンが飛行していき、混雑状況等をライブ配
信するサービスを行う。

待ち時間等のストレスフリー化
３密の回避
市民生活の質の向上

薩摩川内市における実証実験（案）

防災に関する実証実験

7

No. 実証実験の内容 期待される効果

1
台風、地震等で停電が発生し信号機が使え
なくなった場合に、ドローンに信号機の役
割を持たせる実証実験を行う。

災害への即座に対応できる。
二次被害の防止
警察、消防等の負担軽減

2

大雨等の屋内避難所ではフリーWi-fiの設
置があるが、屋外避難の際にはネット環境
の担保が難しいため、ドローンを緊急受信
機（空飛ぶWi-fi）として活用する実証実
験を行う。

避難環境の改善

7

8
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２８ 5

薩摩川内市における実証実験（案）

その他の実証実験

8

No. 実証実験の内容 期待される効果

1

夜間航行する船について、干潮の影響等で
岩に船底をぶつけないように、海の滑走路
のように、海上でドローンを活用してラン
プ点灯を行い、船舶誘導ができるような実
証実験を行う。

安全性の確保

2

空から川内川を見てみる実証実験を行う。
川内川の源流から河口まで、名勝地に寄り
道しながら遊覧飛行を体験できるサービス
を行う。

魅力の発信
観光客の誘致

9
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○
「
川
内
川
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
利
活
用
検
討
Ｗ
Ｇ
（
建
設
部
内
Ｗ
Ｇ
）
に
よ
る
検
討

カ
テ
ゴ
リ

利
活
用
の
方
策
、

ア
イ
デ
ィ
ア
の
例

環
境
整
備

・
屋
根
の
あ
る
施
設
整
備
（
飲
食
、
休
憩
、
自
動
販
売
機
）

・
便
益
施
設
の
整
備
（
ト
イ
レ
、
水
道
）

・
交
流
、
憩
い
の
場
整
備
（
遊
具
、
ス
ケ
ボ
ー
広
場
、
ド
ロ
ー
ン

広
場
、
花
火
広
場
等
）

文
化

・
野
外
水
辺
コ
ン
サ
ー
ト

販
売
産
業
振
興

・
物
販
イ
ベ
ン
ト
（
木
市
、
軽
ト
ラ
市
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
、
屋

台
村
）

イ
ベ
ン
ト

・
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
タ
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ア

現
時
点
で
の

実
現
可
能
性
レ
ベ
ル
（
実
現
難
易
度
）

準
備
期
間

・
展
示
会
、
バ
ザ
ー
、
マ
ル
シ
ェ

・
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
（
綱
引
き
、
大
声
選
手
権
）

Ⅰ
特
に
作
業
な
し

①
今
す
ぐ
実
現
可
能

・
橋
脚
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ

Ⅱ
調
整
容
易

②
1
～
2
年
程
度
必
要

・
ド
ッ
グ
ラ
ン
、
競
技
会

Ⅲ
施
設
整
備
等
を
要
す

③
3
～
5
年
程
度
必
要

体
験

・
キ
ャ
ン
プ
、
B
B
Q
、
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ

Ⅳ
ル
ー
ル
改
正
（
法
改
正
等
）
を
要
す

④
5
年
以
上
の
期
間
が
必
要

・
ダ
ン
ス
、
ヨ
ガ
、
体
操

・
遊
覧
船
、
川
下
り
、
レ
ガ
ッ
タ
、
ボ
ー
ト

・
釣
り
大
会

ス
ポ
ー
ツ

・
球
技
、
マ
ラ
ソ
ン
、
駅
伝

地
域
貢
献

・
生
涯
学
習
、
社
会
参
加
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

『
年
間
を
通
じ
た
賑
わ
い
の
創
出
』
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川
内
川
利
活
用
の
ア
イ
デ
ア
実
現
性
整
理

カ
テ
ゴ
リ
：
環
境
整
備

ア
イ
デ
ア

方
向
性

課
題
１

課
題
２

実
現
可
能
性

a
1
飲
食
、
休
憩
、
散
策
で
き
る
環
境

整
備
（
森
尾
）

a
2
河
川
敷
の
公
園
化
（
水
流
）

a
3
自
動
販
売
機
設
置
（
水
流
）

a
4
川
内
川
、
隈
之
城
川
合
流
点
「
恋

人
岬
」
を
も
う
少
し
ど
う
に

か
。
。
。
（
鮫
島
）

a
5
大
規
模
駐
車
場
の
整
備
、
設
備
の

整
備
（
水
道
、
ト
イ
レ
な
ど
）
、

屋
根
が
あ
る
施
設
（
渡
邉
）

a
6
交
流
・
憩
い
の
場
（
ｱ
ｽ
ﾚ
ﾁ
ｯ
ｸ
、
遊

具
）

b
1
川
内
川
へ
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
（
森

尾
）

付
属
物
の
設
置

設
置
個
所
に
も
よ
る
が
、
堤
防
や
橋
梁
な
ど
国

等
の
管
理
者
と
調
整
が
必
要

運
営
者
の
選
定

Ⅱ
-
②

c
1
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
で
の
町
お
こ
し

（
サ
ッ
カ
ー
、
野
球
合
宿
や
大
会

等
）
（
山
口
）

c
2
ス
ケ
ボ
ー
場
（
鮫
島
）

d
1
花
火
遊
び
場
（
鮫
島
）

d
2
ド
ロ
ー
ン
場
・
ラ
ジ
コ
ン
カ
ー

コ
ー
ス
（
鮫
島
）

d
3
サ
バ
イ
バ
ル
ゲ
ー
ム
場
（
鮫
島
）

e
1
太
平
橋
船
着
き
場
か
ら
甑
島
航
路

出
航
（
鮫
島
）

旅
客
航
路
の
開
設

旅
客
航
路
の
延
伸
・
誘
致

施
設
整
備
に
係
る
市
の
予
算
確
保
（
船
着
き

場
、
浚
渫
）

Ⅲ
-
③

付
属
物
の
設
置

（
人
が
利
用
）

河
川
敷
に
構
造
物
が
設
置
で
き
る
か
、
国
と
協

議

施
設
整
備
に
係
る
市
の
予
算
確
保

※
火
の
使
用
に
つ
い
て
は
調
整
が
必
要
と
考
え

ら
れ
る
。

Ⅱ
-
②
（
課
題
１
が
無
い
場
合
）

Ⅳ
-
④
（
課
題
１
、
火
の
使
用
問

題
が
あ
る
場
合
）

整
理
番
号

運
動
施
設
整
備

河
川
敷
に
構
造
物
が
設
置
で
き
る
か
、
国
と
協

議
施
設
整
備
に
係
る
市
の
予
算
確
保

Ⅱ
-
②
（
課
題
１
が
無
い
場
合
）

Ⅳ
-
④
（
課
題
１
が
あ
る
場
合
）

Ⅱ
-
①
（
課
題
１
が
無
い
場
合
）

Ⅳ
-
④
（
課
題
１
が
あ
る
場
合
）

施
設
整
備
に
係
る
市
の
予
算
確
保

河
川
敷
に
構
造
物
が
設
置
で
き
る
か
、
国
と
協

議

河
川
空
間
の
公
園
化

（
都
市
公
園
、
普
通
公

園
）

実
現
可
能
性
分
類

実
現
可
能
性
レ
ベ
ル

作
業
イ
メ
ー
ジ

Ⅰ
特
に
作
業
な
し

①
今
す
ぐ
可
能

Ⅱ
調
整
容
易

②
１
～
２
年
程
度

Ⅲ
調
整
＋
施
設
整
備
等

③
３
～
５
年
程
度

Ⅳ
ル
ー
ル
（
法
律
等
）
改
正
等

④
５
年
以
上

準
備
期
間
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川
内
川
利
活
用
の
ア
イ
デ
ア
実
現
性
整
理

カ
テ
ゴ
リ
：
演
奏
、
文
化

ア
イ
デ
ア

方
向
性

課
題
１

課
題
２

実
現
可
能
性

a
1
小
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
の
年
数
回

演
奏
会
（
森
尾
）

生
徒
に
よ
る
演
奏
会

音
に
係
る
周
辺
地
域
へ
の
合
意
形
成

Ⅱ
-
②

b
1
水
辺
の
コ
ン
サ
ー
ト
（
貴
島
）

b
2
野
外
ラ
イ
ブ
（
貴
島
）

屋
外
演
奏
、
ラ
イ
ブ

（
有
観
客
）

音
に
係
る
周
辺
地
域
へ
の
合
意
形
成

Ⅱ
-
②

整
理
番
号

実
現
可
能
性
分
類

実
現
可
能
性
レ
ベ
ル

作
業
イ
メ
ー
ジ

Ⅰ
特
に
作
業
な
し

①
今
す
ぐ
可
能

Ⅱ
調
整
容
易

②
１
～
２
年
程
度

Ⅲ
調
整
＋
施
設
整
備
等

③
３
～
５
年
程
度

Ⅳ
ル
ー
ル
（
法
律
等
）
改
正
等

④
５
年
以
上

準
備
期
間
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川
内
川
利
活
用
の
ア
イ
デ
ア
実
現
性
整
理

カ
テ
ゴ
リ
：
イ
ベ
ン
ト

ア
イ
デ
ア

方
向
性

課
題
１

課
題
２

実
現
可
能
性

a
1
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ア
（
貴
島
）

a
2
バ
ザ
ー
（
貴
島
）

a
3
食
の
イ
ベ
ン
ト
（
貴
島
）

a
4
展
示
場
（
貴
島
）

a
5
Ｂ
級
グ
ル
メ
街
、
Ｂ
級
グ
ル
メ
大

会
（
山
口
）

a
6
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
カ
ー
大
会
（
山

口
）

a
7
綱
引
き
大
会
（
山
口
）

a
8
大
声
選
手
権
（
た
と
え
ば
、
右
岸

か
ら
叫
ん
で
左
岸
で
判
定
）
（
山

口
）

a
9
マ
ル
シ
ェ
（
椎
原
）

b
1

フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
タ
（
桜
並
木
、

フ
ラ
ワ
ー
堤
防
、
長
島
町
フ
ラ

ワ
ー
フ
ェ
ス
タ
と
タ
イ
ア
ッ

プ
？
）
（
山
口
）

b
2
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ

（
開
戸
橋
に
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
）

（
山
口
）

b
3
河
川
坂
路
の
勾
配
を
活
か
し
た
そ

う
め
ん
流
し
大
会
（
山
口
）

b
4
全
国
的
に
イ
ベ
ン
ト
を
募
集
（
大

田
）

c
1
ド
ッ
グ
ラ
ン
（
水
流
、
鮫
島
）

同
業
者
と
の
調
整
必
要

な
イ
ベ
ン
ト

同
業
者
と
の
調
整
が
必
要
。
（
当
該
業
者
に
開

催
し
て
も
ら
う
手
段
も
あ
り
）

犬
に
関
す
る
専
門
家
の
協
力
が
必
要
。

Ⅱ
-
②

規
模
大
の
イ
ベ
ン
ト

規
模
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
民
間
等
の
主
催
者

が
資
金
調
達
等
に
手
間
、
時
間
を
要
す
る
と
考

え
ら
れ
る
。

河
川
管
理
者
や
占
用
者
へ
の
使
用
申
請

Ⅱ
-
②

整
理
番
号

実
績
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
河
川
管
理
者
や
占
用
者
へ
の
使
用
申
請

Ⅰ
-
①

実
現
可
能
性
分
類

実
現
可
能
性
レ
ベ
ル

作
業
イ
メ
ー
ジ

Ⅰ
特
に
作
業
な
し

①
今
す
ぐ
可
能

Ⅱ
調
整
容
易

②
１
～
２
年
程
度

Ⅲ
調
整
＋
施
設
整
備
等

③
３
～
５
年
程
度

Ⅳ
ル
ー
ル
（
法
律
等
）
改
正
等

④
５
年
以
上

準
備
期
間
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川
内
川
利
活
用
の
ア
イ
デ
ア
実
現
性
整
理

カ
テ
ゴ
リ
：
販
売

ア
イ
デ
ア

方
向
性

課
題
１

課
題
２

実
現
可
能
性

a
1
木
市
（
貴
島
）

a
2
軽
ト
ラ
市
（
森
尾
）

b
1
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
（
貴
島
）

b
2
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
（
貴
島
）

b
3
屋
台
村
（
山
口
）

整
理
番
号

常
時
販
売

常
設
の
建
物
を
建
て
る
場
合
、
河
川
管
理
者
と

の
調
整

常
時
営
業
活
動
で
き
る
区
域
（
都
市
・
地
域
等

再
生
等
利
用
区
域
）
の
指
定
に
向
け
、
多
方
面

の
調
整

Ⅱ
-
②
（
課
題
１
が
無
い
場
合
で

社
会
実
験
と
し
て
実
施
で
き

る
）

Ⅲ
-
③
（
堤
防
天
端
よ
り
堤
内
地

の
用
地
を
確
保
）

河
川
管
理
者
や
占
用
者
へ
の
使
用
申
請

ス
ポ
ッ
ト
期
間
の
販
売

Ⅰ
-
①

実
現
可
能
性
分
類

実
現
可
能
性
レ
ベ
ル

作
業
イ
メ
ー
ジ

Ⅰ
特
に
作
業
な
し

①
今
す
ぐ
可
能

Ⅱ
調
整
容
易

②
１
～
２
年
程
度

Ⅲ
調
整
＋
施
設
整
備
等

③
３
～
５
年
程
度

Ⅳ
ル
ー
ル
（
法
律
等
）
改
正
等

④
５
年
以
上

準
備
期
間
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川
内
川
利
活
用
の
ア
イ
デ
ア
実
現
性
整
理

カ
テ
ゴ
リ
：
体
験

ア
イ
デ
ア

方
向
性

課
題
１

課
題
２

実
現
可
能
性

a
1
体
験
･
発
表
の
場
（
ｲ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ﾄ
(
ｽ
ﾎ
ﾟ
ｰ

ﾂ
、
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ
)
）

a
2
健
康
維
持
の
場
（
体
操
広
場
）

（
渡
邉
）

b
1

キ
ャ
ン
プ
場
（
貴
島
）

キ
ャ
ン
プ
場
（
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
）
、
B
B
Q
会
場
と
し
て
開
放

※
火
器
利
用
の
許
可
　
（
水
流
）

キ
ャ
ン
プ
（
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
）

場
・
B
B
Q
場
（
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ

場
）
（
鮫
島
）

交
流
･
憩
い
の
場
（
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾍ
ﾞ
ｷ
ｭ
ｰ
、

ｷ
ｬ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
場
、
花
火
）
（
渡
邉
）

b
2
日
中
は
薩
摩
川
内
市
の
食
材
を
使

用
し
た
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
楽
し
む
（
種

田
）

b
3
交
流
･
憩
い
の
場
（
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾍ
ﾞ
ｷ
ｭ
ｰ
、

ｷ
ｬ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
場
、
花
火
）
（
渡
邉
）

c
1
遊
覧
船
（
貴
島
）

c
2
釣
り
大
会
（
貴
島
）

c
3

川
下
り
（
堤
防
や
橋
梁
に
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
施
し
、
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
眺
め
な
が
ら
川
下

り
）
（
山
口
）

c
4

伊
佐
市
～
さ
つ
ま
町
～
薩
摩
川
内

市
川
内
(
ラ
イ
ン
)
川
下
り
（
食
事

し
な
が
ら
お
酒
飲
み
な
が
ら
）

　
（
ス
タ
ー
ト
、
ゴ
ー
ル
地
点
間

の
陸
路
は
オ
ー
プ
ン
ト
ッ
プ
バ

ス
？
？
）
（
鮫
島
）

c
5
レ
ガ
ッ
タ
体
験
（
山
口
、
椎
原
）

c
6
水
上
バ
イ
ク
（
山
口
）

c
7
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
（
山
口
）

c
8
ア
ヒ
ル
ボ
ー
ト
（
山
口
）

c
9
カ
ヌ
ー
（
貴
島
）

d
1
街
中
に
水
路
を
巡
ら
せ
、
ゴ
ン
ド

ラ
ツ
ア
ー
（
街
並
み
整
備
が
無
い

と
ダ
メ
）
（
鮫
島
）

水
路
ツ
ア
ー

水
路
の
ゴ
ン
ド
ラ
が
通
行
す
る
た
め
の
改
良

水
面
に
係
る
関
係
者
調
整

Ⅲ
-
④

整
理
番
号

実
現
性
の
高
い
活
動

Ⅲ
-
③

施
設
（
船
着
場
等
）
の
整
備
、
安
全
性
を
担
保

す
る
施
設
の
整
備

水
面
に
係
る
関
係
者
調
整

水
面
を
使
っ
た
活
動

河
川
管
理
者
や
占
用
者
へ
の
使
用
申
請

Ⅰ
-
①

火
気
を
利
用
し
た
活
動
河
川
管
理
者
や
占
用
者
、
周
辺
地
域
と
の
調
整

Ⅱ
-
②
（
他
事
例
あ
り
）

実
現
可
能
性
分
類

実
現
可
能
性
レ
ベ
ル

作
業
イ
メ
ー
ジ

Ⅰ
特
に
作
業
な
し

①
今
す
ぐ
可
能

Ⅱ
調
整
容
易

②
１
～
２
年
程
度

Ⅲ
調
整
＋
施
設
整
備
等

③
３
～
５
年
程
度

Ⅳ
ル
ー
ル
（
法
律
等
）
改
正
等

④
５
年
以
上

準
備
期
間
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川
内
川
利
活
用
の
ア
イ
デ
ア
実
現
性
整
理

カ
テ
ゴ
リ
：
ス
ポ
ー
ツ

ア
イ
デ
ア

方
向
性

課
題
１

課
題
２

実
現
可
能
性

a
1
サ
ッ
カ
ー
（
貴
島
）

a
2
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
貴
島
）

a
3
ホ
ッ
ケ
ー
（
貴
島
）

a
4
駅
伝
大
会
（
貴
島
）

a
5
少
年
野
球
（
椎
原
）

b
1
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
（
貴
島
、
水

流
、
椎
原
）

施
設
整
備
が
必
要

（
凹
凸
等
）

施
設
整
備
に
係
る
調
整
、
予
算
の
確
保

維
持
管
理
に
関
す
る
調
整

Ⅲ
-
③

実
現
性
の
高
い
ス
ポ
ー

ツ
Ⅰ
-
①

河
川
管
理
者
や
占
用
者
へ
の
使
用
申
請

整
理
番
号

実
現
可
能
性
分
類

実
現
可
能
性
レ
ベ
ル

作
業
イ
メ
ー
ジ

Ⅰ
特
に
作
業
な
し

①
今
す
ぐ
可
能

Ⅱ
調
整
容
易

②
１
～
２
年
程
度

Ⅲ
調
整
＋
施
設
整
備
等

③
３
～
５
年
程
度

Ⅳ
ル
ー
ル
（
法
律
等
）
改
正
等

④
５
年
以
上

準
備
期
間
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川
内
川
利
活
用
の
ア
イ
デ
ア
実
現
性
整
理

カ
テ
ゴ
リ
：
地
域
貢
献

ア
イ
デ
ア

方
向
性

課
題
１

課
題
２

実
現
可
能
性

a
1
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
・
生
涯
学
習
の
場
（
清

掃
な
ど
）
（
渡
邉
）

地
域
貢
献
活
動

Ⅱ
-
②
（
状
況
次
第
で
Ⅰ
？
）

b
1

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
定
期
清
掃

を
イ
ベ
ン
ト
化
（
ポ
イ
ン
ト
制
度

な
ど
）
収
益
が
な
く
て
も
成
立
す

る
仕
組
み
づ
く
り
。
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
相
互
援
助

活
動
の
よ
う
な
全
世
代
が
参
加
で

き
、
互
い
に
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ

る
仕
掛
け
が
で
き
な
い
か
。
（
渡

邉
）

行
政
の
参
画
も
検
討
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

盛
ん
で
あ
れ
ば
、
住
み
や
す
さ
認
証
を
付
与
し

て
、
広
報
誌
に
載
せ
る
等
）

Ⅱ
-
②
（
意
外
と
多
方
面
の
調
整

が
必
要
か
？
）

b
2
社
会
参
加
の
場
（
食
事
提
供
）

（
渡
邉
）

地
域
が
実
施
で
き
る
よ
う
に
行
政
の
支
援
が
必

要
Ⅱ
-
②
（
地
域
と
の
調
整
）

整
理
番
号

地
域
に
取
組
み
を
企
画
し
て
も
ら
う
。
（
地
元

企
業
の
社
会
貢
献
も
あ
り
か
？
）

地
域
貢
献
活
動
促
進
の

事
業

実
現
可
能
性
分
類

実
現
可
能
性
レ
ベ
ル

作
業
イ
メ
ー
ジ

Ⅰ
特
に
作
業
な
し

①
今
す
ぐ
可
能

Ⅱ
調
整
容
易

②
１
～
２
年
程
度

Ⅲ
調
整
＋
施
設
整
備
等

③
３
～
５
年
程
度

Ⅳ
ル
ー
ル
（
法
律
等
）
改
正
等

④
５
年
以
上

準
備
期
間

-49-


